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２発熱性好中球減少症について誤っているのはどれか。

ａ重篤になりやすい。

ｂ起因菌が同定されないことが多い。

ｃ好中球が低下した際に起こす感染症である。

ｄ重症感染症により好中球減少をおこす病態である。

ｅ起因菌同定前に、緑膿菌までカバーする抗菌薬を十分量投与する。

１頭部MRI拡散協調画像を示す。

ラクナ梗塞はどれか。
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③
④
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４原発|生無月経の原因部位としてもっとも多いのはどれか。

ａ視床下部

ｂ下垂体

ｃ甲状腺

．子宮

ｅ卵巣

５ヘリコバクターピロリ感染に対する除菌療法が有用でないのはどれか。

ａ胃潰傷

ｂ進行胃癌

ｃ胃ＭＡＬＴリンパ腫

ｄ特発性血小板減少性紫斑病

ｅ早期胃癌の内視鏡的粘膜切除術後

３血築ＡＤＨが低値を示すのはどれか。

ａ脱水症

ｂＳＩＡＤＨ

ｃ腎'性尿崩症

ｄ中枢性尿崩症

ｅ非代償性肝硬変

－２０４－１－

頭部MRl拡散協調画像

６急性ウイルス性心筋炎について誤っているのはどれか。

ａ上気道感染や消化器症状を初発症状となることが多い。

ｂ心筋逸脱酵素の上昇を認める。

ｃ心電図でＳＴ上昇を認める。

ｄ致死性不整脈を合併することがある。

ｅ心不全が生じることはまれである。

－２０４－２－



模式図
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１１長期血液透析患者にみられる合併症はどれか。２つ選べ。

ａ肥満

ｂ手根管症候群

ｃ巨赤芽球性貧血

ｄ多嚢胞化萎縮腎

ｅ原発性副甲状腺機能冗進症

開眼時の眼球位置の模式図を示す。７複視が出現し搬送された患者の、

考えられる責任病巣はどこか。

ａ 視床

ｂ内包

ｃ 脳幹

．尾状核

ｅ前頭葉

、 ／

９急性呼吸促迫症候群（ＡRDS）と急性肺損傷（ALI）の診断基準と病態について誤っているのは

どれか。

ａ肺動脈模入圧はｌ８ｍｍＨｇ以下である。

ｂ心原性肺水腫は、ＡRDS/ALIの一要因である。

ＣＡＲＤＳとALIは、PaO2/FIO2の違いで定義されている。

ｄ胸部エックス線写真では、両側びまん性陰影で肺水腫を呈する。

ｅ原因疾患は種々あるが、どちらも高サイトカイン血症が本態である。

１３多発性内分泌腫傷くＭＥＮ＞ⅡＡ型を構成しないのはどれか。

ａ褐色細胞腫

ｂ甲状腺髄様癌

cSipple症候群

．プロラクチノーマ

ｅ原発'性副甲状腺機能元進症

、

『

１２ペニシリン系抗菌薬が有効なのはどれか。２つ選べ。

ａ梅毒

ｂ放線菌症

ｃＭＲＳＡ肺炎

ｄ在郷軍 人病

ｅノカルジア症

８再生不良性貧血について誤っているのはどれか。

ａ血清鉄値の上昇を認める。

ｂ正球'件下缶素性貧血である。

ｃ自家末梢血幹細胞移植の適応はない。

d骨髄穿刺で造血細胞の減少を認める｡

ｅ末梢血において相対的に好中球が増加している。
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１４先天'性横隔膜ヘルニアについて誤っているのはどれか。

ａ肺低形成を合併することが多い。

ｂ右Bochdalek孔ヘルニアが多い。

ｃＮＯ療法の適応となることが多い。

ｄ腸回転異常を合併することが多い。

ｅ乳児期発見例は、胎児期発見例より予後が良い。

１０インスリノーマについて正しいのはどれか。２つ選べ。

ａるいそうをきたす。

ｂ造影ＣＴで濃染像を示す。

Ｃｌ０％が悪性腫傷である。

ｄ血中C-pepteideは低値を示す。

ｅ選択的動脈内カルシウム負荷試験でインスリン分泌が抑制される。

１５胎児期に重大な形態異常を認めなかった児が出生し、Ｄｏｗｎ症候群様の顔貌をしていた。

出生当日の両親への対応で正しいのはどれか。

ａ全身状態が安定していたので、母児同室とした。

ｂ母親から隔離し、合併奇形がないかどうか検査した。

ｃ両親に話す前に、確定診断のための染色体検査をおこなった。

ｄDown症候群であると両親に話し、療育や今後のサポート体制について説明した。

ｅ染色体異常を合併している可能性を伝え、インターネットで知識を得るように指示卜で知識を得るように指示した。



１６正しいのはどれか。２つ選べ。

ａポリ塩化ビフェニル（PCB）は環境中では分解されやすい。

ｂ塩化ビニルは門脈圧冗進を引き起こす。

ｃニトロベンゼンは勝脱がんの原因物質である。

。ニトログリコールには末梢血管収縮作用がある。

ｅイソシアネートはぜん息の原因物質である。

１７胃内異物で早期に摘出を考慮すべきものはどれか。

ａ１円玉

ｂ長さ５ｍｍの義歯

ｃ薬１錠分の包装（PTP）

ｄ直径８ｍｍのボタン電池

ｅ直径２ｃｍのプラスチック製の玩具

１８神経性食欲不振症でみられないのはどれか。

ａ 著明なやせ

ｂ無月経

ｃ徐脈

ｄ心肥大

ｅ自己誘発IIE吐

１９頭頚部癌について正しいのはどれか。

ａ舌下腺癌は大唾液腺由来である。

ｂ重複癌として肺癌との併発が最も多い。

ｃ組織型は腺癌が最も多い。

ｄ甲状腺癌は男性により多く発生する。

ｅ下咽頭癌の初期症状は哩声である。

２０ブドウ球菌食中毒について正しいのはどれか。２つ選べ。

ａ食品の加熱で予防する。

ｂ患者には抗菌薬を投与する。

ｃ潜伏期間は１～3時間である。

ｄ予防には使い捨て手袋が用いられる。

ｅ魚介類が原因食品であることが多い。

－２０４－５－
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２１２歳の男児｡全身性強直間代性けいれんを起こしたため救急車で来院した｡２日前から発熱があり、

解熱薬のみで経過をみていた。来院時、けいれんは持続し意識混濁を認めた。６歳の兄が５日前に

インフルエンザの診断を受けているという。

身長８５ｃｍ，体重12.5ｋｇ･体温401℃・脈拍150/分、整。

血液所見：赤血球450万/皿、ＨｂｌＬ８ｇ/ｄｊ、白血球12,000/似ｊ、血小板25万/皿、

血液生化学所見：総蛋白６．０９/ｄｊ、アルブミン３．２９/dZ，尿素窒素１０ｍｇ/dZ、クレアチニン０．１２

ｍｇ/dJ､ＡＳＴ1,8001U//､ＡＬＴ1,5001U/ﾉ､ＣＫ４５０Ｕ〃（基準:60～290）であつ

た。頭部単純ＣＴを示す。

正しいのはどれか。

ａ髄液検査で細胞数増多を認める。

ｂプロトロンピン時間の短縮を認める。

ｃ高血糖を認める。

ｄ血中アンモニアの上昇を認める。

ｅ腎臓の脂肪変性を認める。

■

頭部単純ＣＴ

２２７１歳の男性｡５年前より労作時呼吸困難を自覚していた。半年前から下肢浮腫を時折認めており、

近頃は労作時呼吸困難のため休み休みでなければ５０ｍ以上歩行できない状態であった。３日前か

ら発熱、１１客疾の増量および呼吸困難の増悪を認めたため、当院を受診した。

喫煙歴は20本／日を５１年間。意識清明、体温382℃、脈拍１１０回／分、血圧140/７０mmHg，

聴診上全肺野にwheezeを聴取、両下腿の浮腫とばち指を認めた。動脈血液ガス分析では、大気下

でｐＨ7.33、PaCO269Torr、PaO255To辻、HCO334mEq〃であった。

正しいのはどれか。

ａ鼻カニユーラで酸素０．５〃ｍin投与を開始する。

ｂ酸素療法中のモニターはパルスオキシメータで十分である。

ｃこの患者の近頃の労作時呼吸困難はF-H-J分類のⅢ度に相当する。

。リザーバーバッグ付きのフェイスマスクで酸素ｌＯｊ/ｍin投与を開始する。

ｅ酸素吸入では対処できないため、直ちに気管内挿管し人工呼吸管理を開始する。

－２０４－６－
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２５４９歳の女性。最近頻回に動|季やのぼせがあり、人前で突然汗をかくのが恥ずかしくて受診した。

夜間に目が覚めるとその後は眠れないし、気分が落ち込む日が続くという。月経はここ半年間発

来していない。子宮は正常大で両付属器に異常は見られない。血液検査を行ったところゴナドト

ロピンが上昇し、エストラジオールは測定感度以下であった。

正しいのはどれか。

ａ排卵誘発剤を投与する。

ｂホルモン補充療法の適応はない。

ｃ本人の性格と症状には関連がある。

。黄体ホルモン薬を投与して月経を促す。

ｅゴナドトロピンが上昇したために卵巣機能が抑制されている。

２３７０歳の女性◎腹痛を主訴に来院した。昨夜から悪心11匡吐を伴う腹痛がある。６０歳の時に直腸

癌に対する手術の既往がある。腹部に肝牌を触知しない。腹部は軽度膨満し腸嬬動音の冗進が認

められる。下腹部正中に手術痕を認め、直下に圧痛を伴う腫揃を認める。血液所見は赤血球370

万、ＨｂｌＯ８ｇ/dZ、Ｈt３４％、白血球10,200、血小板30万、総蛋白６．３９/dZ、アルブミン３．０９/ｄｊ、

ＡＳＴ３０１Ｕ/j、ＡＬＴ２５１Ｕ/j、ＬＤ４１０１Ｕ/Ｚ（基準176～353)、ＡＬＰ２３０１Ｕ/ノ（115～359)、ＣＲＰ４．０

ｍg/djo腹部造影ＣＴを示す。

診断は次のうちどれか。

ａ直腸癌再発

ｂ鼠径ヘルニア

ｃ大腿ヘルニア

．閉鎖孔ヘルニア

ｅ腹壁疲痕ヘルニア

－２０４－７－

２６６２歳の女性。特記すべき既往歴はない。１年程前から、行動範囲が徐々に狭くなり、体の動き

にくさが出てきた。話をしていても語莱が減少し､疎通もとりにくくなり、社会との関わりも減少。

自分の清潔への関心もなくなっていった。手の動きや話の内容が、同じことを繰り返し、周りで

止めても止まらないこともしばしばあった。

病院で検査をしたところ、血圧や脈拍は正常で、血液検査、脳波検査でも異常は指摘できなかっ

たが、頭部IvERI上で前頭葉と側頭葉に限局した萎縮を認めた。

診断としてもっとも考えられるのは何か。

aAlzheimer型認知症

bCreutzfeldt-Jakob病

ｃＬｅｗｙ小体型認知症

ｄ進行性核上性麻庫

ePick病

腹部造影ＣＴ

２４発達正常な１歳１０か月の男児◎約２分間のけいれん発作を認め救急搬送された。半日前から

３８℃台の発熱がみられていた。けいれんは左右対称性の四肢の強直間代けいれんで、意識消失と

眼球上転、口唇チアノーゼを伴っていた。来院時、体温38.7℃、脈拍１６０回／分、ＳｐＯ２９９％で、

意識は回復しており、晴泣と追合視を認め、けいれんは消失しており、自力座位が可能である。

次のうち正しいのはどれか。

ａ脳波検査でヒプスアリスミアを認める。

ｂ髄液検査をして抗菌薬を静注する。

ｃジアゼパムを静注する。

ｄ頭蓋内出血を疑って頭部ＣＴ検査を行う。

ｅ発熱の原因としてインフルエンザや突発性発疹が多い。

－２０４－８－
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２８４９歳の男性。２日前から夜間歩行時に冷汗を伴う胸部圧迫感を自覚していたが放置していた。

本日の朝、混雑する駅の階段を登った後、同様の症状が出現し、意識を消失して倒れた。偶然近

２２歳の男性。４日前に生の烏肉を食した。昨日より１日２０行の水様下痢便と腹痛が出現し、咽

気・'1匝吐、発熱、粘血便も認めたため来院した。薬物使用歴なし。海外渡航歴なし。体温37.8℃・

腹部：平坦、戦。右下腹部に軽度圧痛を認める。血液所見：赤血球510万、Ｈｂｌ５,２９/ｄｊ、白血球

12,700､血小板22万。血液生化学所見:総蛋白７．２９/dj､AST281U/ﾉ､ALT22IU"・免疫学所見：

CRP３２ｍｇ/dZo大腸内視鏡写真を示す。

治療薬として適切なのはどれか。

2７

<を通ったあなたはこれを目撃した。周囲の人々は皆とまどっている。

あなたが行うべきこととして正しいのはどれか。

９
１
日
」

ｂ
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ａ

<蝉〕
ａ止痢薬

ｂ抗菌薬

ｃ抗ウイルス薬

ｄ副腎皮質ステロイド薬

ｅ５－アミノサリチル酸製剤
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２９重喫煙者の５５歳の男’性。咳蹴を主訴に来院し、臨床病期Ⅳ期肺腺癌の診断でゲフイチニブによ

る治療が開始された。治療開始後２週間で呼吸困難を呈した。

正しいのはどれか。

ａ発熱は伴わない。

ｂ咳唯は伴わない。

ｃ予後良好である。

ｄステロイド治療を行う。

ｅゲフイチニブ投与を継続する。
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３１５５歳の男性。１５年前から検診で高血圧と尿蛋白を指摘されているが放置。半年前から体が

疲れ易くなった。妻に受診をすすめられて来院した。体温36.3℃、脈拍84/ｍin、血圧160/lOO

mmHg、心音純、肺音清、腹部軟、両下腿浮腫を軽度認める。両眼底に乳頭浮腫なし。

尿検査：尿蛋白十、尿糖（一)、尿潜血（一)。尿沈澄:赤血球0～l/l視野、白血球0～l/1視野、

尿蛋白定量0.269/日。

血液所見：ＲＢＣ３１６万、Ｈｂ９．４９/dZ、Ｈt298％、ＷＢＣ5200、ＰＬＴ２０,1万。

血液生化学所見：総蛋白６．５９/dﾉ、アルブミン４．１９/dj，尿素窒素４５ｍｇ/dj，クレアチニン４１

ｍｇ/dZ､Ｎａｌ３９ｍＥｑ/Z､Ｋ４７ｍＥｑ/ｊ､ＣｌｌＯ６ｍＥｑ//､Ｃａ８６ｍｇ/ｄｊ､Ｐ６５ｍｇ/d，

ＣＲＰ＜０２ｍｇ/ｄｊ、鉄６９幅/dノ（基準“～192)、Ｔ田Ｃ２１１‘Lzg/dノ（基準250～

380)、葉酸４６，９/ｍｊ（基準3.1以上)、ビタミンＢ１２３６２ｐｇ/ｍノ（基準180～

914)､エリスロポエチン15.0mlU/ｍ/(基準28～17.2)､フェリチン300ｎｇ/ｍﾉ(基

準5～152)、便潜血陰性。

腹部超音波検査：両側腎臓の萎縮を認める。

治療はどれか。

ａ肩桃摘出術

ｂ鉄剤静脈投与

ｃエリスロポエチン静脈投与

．副腎皮質ステロイド経口投与

ｅビスフオスフオネート経口投与

78歳の男性。両手足のしびれ、歩行困難を主訴に受診した。

現病歴：ここ数年下痢をしやすく、体重も徐々に減っている。手足の先がしびれ、特に両下肢の

しびれがひどい。

既往歴：２５年前に胃癌のため胃切除、BillrothⅡ法による再建を受けている。

生活歴：喫煙なし◎２５年前から飲酒はやめている。

現症：身長165ｃｍ，体重４９ｋｇ･意識は清明。体温361℃・脈拍64/分、整。血圧132/７６

mmHg･皮膚は乾燥｡舌乳頭の萎縮を認める｡Romberg徴候陽性｡失調性歩行がみられる。

髄膜刺激徴候なし。膝蓋健反射は充進､アキレス健反射は消失。両側B8binski反射陽性。

両下肢の位置覚と振動覚の低下を認める。

検査所見：尿所見：蛋白（－)、糖（－)、潜血（一)、ピリルピン’十．血液所見：赤血球355

万、Ｈｂ８６ｇ/d/、Ｈt４３％、ＭＣＶｌ２１且ｍ３、白血球3,800,好中球の過分葉を認め

る。生化学所見:総ビリルビン3.5ｍｇ/dﾉ、直接ビリルビン0.4ｍｇ/dj，AST611U〃、

ＡＬＴ３１１Ｕ〃、ＬＤ４１２Ｕ/Ｚ（基準115～245)、随時血糖値９２ｍｇ/dZo

欠乏しているのはどれか。

ａビタミンＡ

ｂビタミンＢｌ

ｃビタミンＢ６

ｄビタミンＢ１２

ｅビタミン，

3０

３２２３歳の男性。腹痛を主訴に来院した。昨夜より上腹部の痛みが出現し、今朝になり腹痛が強く

なり、右下腹部に限局してきた。体温37.5℃、腹部は平坦で、腸嬬動は低下している。右下腹部

に圧痛を認める。血液所見：白血球9,800（好中球８６％)、ＣＴ上虫垂腫大を認める。入院し、禁

食、点滴、抗生剤を投与したが、翌日も腹痛、発熱は改善しなかった。血液所見:白血球14,000（好

中球８３％)。

次に行う治療として適切なのはどれか。

ａ手術

ｂ緩下剤

ｃ高圧涜腸

ｄ抗菌薬の変更

ｅイレウス管挿入

－２０４１２－－２０４１１－
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股も適切な治療薬はどれか。

ａ抗菌薬

ｂ抗真菌薬

ｃ免疫抑制薬

。抗ウイルス薬

ｅ副腎皮質ステロイド薬

ｒ

３５１８歳の男子。中学生時は生徒会活動にも積極的に参加し友人も多かった。高校に入学して間も

なく、担任の教師に叱責されたことをきっかけに学校を休みがちになった。また口数が減り、友

人との交流も途絶えがちとなった。家族や教師の説得にも応じず、１年後には不登校となり、自室

にこもりがちで、昼夜逆転の生活を送るようになった。次第に家族の前で食事をしなくなり、母

親が作った食事を運んで自室で食べるようになった。最近「食事に毒を入れられている」「監視さ

れていて外にでられない」と訴えるようになり、食事も水分のみとなり体重も減少した。意識は

清明。神経学的所見に明らかな異常は認められない。表情は硬く、質問以外のことは語ろうとし

ない。精神保健指定医が診察を行い、精神疾患を疑い入院が必要と判断したが、「自分は病気では

ない｡」と強く入院を拒否している。両親は入院による治療を希望している。

この場合に適用される精神保健福祉法に基づく入院形態はどれか。

ａ任意入院

ｂ応急入院

ｃ措置入院

．緊急措 置入院

ｅ医療保護入院

３３１歳６か月の男児。３日前より１１匠吐と白色下痢便を認めていた。昨夜から２０～３０分おきに泣い

て機嫌が悪い時と機嫌がよい時を繰り返すようになり、今朝より血便を認めたため来院した。腹

部所見は平坦で戦、腸蛎動は充進しており、右側腹部に軟らかい腫痛を触れた。涜腸で赤褐色の

粘血便を認めた。

この症例について最も適切なのはどれか。

ａ再発しやすい。

ｂ病態は絞犯性イレウスである。

ｃ低クロール性代謝性アシドーシスを認める。

ｄ下部消化管造影検査でsmngsignを認める。

ｅ水溶性造影剤整復の液面の高さは０，５ｍ以下とする。

３４３５歳の初産婦。妊娠34週。妊娠健康診査のために来院した。これまでの妊娠経過には異常を

認めていなかった。血圧144/９２ｍｍＨｇ・尿所見：蛋白２+、糖（一)。血液所見：赤血球380万、

Ｈｂｌ３５ｇ/dﾉ、Ｈt４０％、白血球9,000、血小板20万、ＰＴ８８％（基準80～120)。血液生化学所

見：総蛋白６．５９/dj、アルブミン３，２９/dZ、尿素窒素１６ｍｇ/d/、クレアチニン０８ｍｇ/dj、尿酸7.5

ｍｇ/dJ､ＡＳＴ２８１Ｕ/I､ＡＬＴ２６１Ｕ/ﾉ､ＬＤ３５０１Ｕ/Ｚ（基準176～353)、Ｎａｌ３５ｍＥｑ/Z､Ｋ４４ｍＥｑ/ﾉ、

CllOlmEq/J、Ｃａ7.8mEq/j・腹部超音波検査で胎児推定体重１，４００９である。

母児管理を行う上で最も注意すべきなのはどれか。

ａ血圧

ｂ尿蛋白

ｃ血小板数

．胎児推定体重

ｅ肝機能検査値

３６６歳の男児。２歳ころからアトピー性皮盾炎に催患して、現在もほぼ全身に湿疹がみられる。３

日前から発熱を伴って顔面から全身に小水庖が多発した。顔面の臨床写真を示す。Tzanck試‘験で

巨細胞を認めた。

－２０４１３－ －２０４１４－
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頚部造影ＣＴ

酒Ｆ
昼
悪

３９５０歳の女性。２か月前から食思不振とIE気が出現し、体重が４ｋｇ減少したため来院した。

既往歴は特記すべきことはない。身長１５２ｃｍ，体重４７ｋｇ、体温36.2℃、脈拍７２／分、整。血

圧110/６２ｍｍＨｇ・眼臓結膜に軽度の貧血を認める。眼球結膜に黄染を認めない。頚部・左鎖骨

上嵩リンパ節は触知しない。腹部は平坦、軟で、肝・牌を触知しない。血液所見：赤血球386万、

ＨｂｌＯ８ｇ/dJ、Ｈt35％、白血球3,800、血小板30万。血液生化学所見：総蛋白６．９９/dj，アルブミ

ン４．３９/dﾉ、ＡＳＴ１４１Ｕ/ｊ、ＡＬＴｌＯＩＵ/Z・免疫学所見：ＣＲＰ０．１ｍｇ/dJ、ＣＥＡ１．０，９/ｍノ（基準５

以下)。胃内視鏡写真と上部消化管造影写真を示す。

この患者の鑑別診断として考えにくいのはどれか。

ａ胃癌

ｂ胃平滑筋腫

ｃ好酸球性胃炎

ｄ胃悪性リンパ腫

ｅＭｅｎ６ｍｅｒ症候群

３７３３歳の女性。３日前からの左顎下部腫脹を主訴に来院した。１年前より同様の症状を数回反復し

_E帝

ている。頚部造影ＣＴを示す。

正しいのはどれか。

aSjogren症候群に合併しやすい。

ｂ頬粘膜に排膿がみられる。

ｃ舌下腺摘出が有効である。

。症状は摂食時に増強する。

ｅ無痛性である。
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３８６２歳の男性。検診の超音波検査で写真のような所見がみられたため、当院へ紹介受診となった。

本症例について次のうち誤っているのはどれか。

ａ高齢者に多い。

』

上部消化管造影写真

ｂ腎生検により診断する。

ｃ無症状であることが多い。

。偶然発見されることが多い。

ｅ治療対象となることは少ない。

胃内視鏡写真

Ｆろ

尋｡

、へ、・詳診．苧

、 6３．.

－２０４１６－－２０４１５－

超音波検査写真
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４１４７歳の女性。１年前から両側足先のしびれ感が出現し、その後バランスが悪くなり、歩行障害

が出現したため来院した。神経系の診察では、両側下肢膝下の異常感覚を伴った感覚鈍麻を認め

たが、筋力の低下はなかった。四肢の深部l陸反射は冗進し、両側でBabinski徴候を認めた。血液

検査でHTLV-l抗体が陽'性であった。

随伴する症状として正しいのはどれか。

ａ認知症

ｂ小脳失調

ｃ排尿障害

ｄ意識消失発作

ｅ眼球運動障害

４０３２歳の男性。突然の胸背部痛を主訴に来院した。以前より拡張期心雑音を指摘されていた。身

長195ｃｍ、体重８５ｋｇ･血圧200/llOmmHgo図に示すような特徴的な体格を認めた。来院時の

心電図を示す。胸部エックス線写真では縦隔陰影の拡大を認めた。

本症例において正しいのはどれか。２つ選べ。

ａ合併症として、水晶体亜脱臼の頻度が高い。

ｂ先ず心臓カテーテル検査を緊急で行う必要がある。

ｃ緊急で外科的手術適応が考慮される可能性は極めて低い。

ｄＣＴまたはMRIで腰仙硬膜拡張症が確認されることがある。

ｅ本疾患の原因として遺伝的素因が関連している可能性は否定的である。

aVi.

４２３９歳の男性。労作時の息切れを自覚して来院した。体温368℃・脈拍85／分、整。血圧127/７８

ｍｍＨｇ･表在リンパ節は触知しない。眼臓結膜に貧血を認める。心音と呼吸音とに異常を認めない。

肝牌触知なし。１年前に胸腺腫を摘出している。血液所見:赤血球287万､Ｈｂ８５ｇ/dZ､Ｈt25.4％、

白血球４‘300／“、血小板34.7万/“・血清生化学所見：総蛋白７．２９/dZ、アルブミン４．０９/dj、尿

素窒素１６ｍｇ/d/、クレアチニン０．７ｍｇ/dZ、総ビリルビン０．５ｍｇ/dj、ＡＳＴ１８ＩＵ、ＡＬＴ２１ＩＵ、

ＬＤＨ２１６１Ｕ/Ｚ（基準176～353)、血清フェリチン２２５，９/ｍＺ（基準8～53)、ＣＲｐＯ､８ｍｇ/djo桁査

のため骨髄検査を施行した。骨髄塗抹標本を示す。

この疾患の治療について適切なものはどれか。２つ選べ。

ａ抗菌薬

ｂ代謝措抗薬

ｃシクロスポリン

．アント ラサイクリン

ｅ副腎皮質ステロイド薬

〃 ､邑冒
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心電図
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４４５８歳の女性。口渇、多飲、多尿および食欲不振を主訴に来院した。

現病歴：ｌか月前より口渇が出現し、１日に２Jの水分を摂取している。同時期より夜間尿を認

めている。１週間前より食欲不振が出現し、体重はｌか月で３ｋｇ減少している。

既往歴：５２歳に尿管結石で体外衝撃波結石破砕術を施行されている。

家族歴：特記すべきことはない。

受診時身体診察：意識清明。身長162ｃｍ、体重５０ｋｇ・体温36.0℃･脈拍８７/分、整。血圧

９８/６０ｍｍＨｇ・頚部は甲状腺腫を触れない。その他、異常所見を認めない。

検査所見：尿所見：糖(一)、蛋白（一)、潜血(－)。血液所見：血糖１０８ｍｇ/dZ，総蛋白７，２９/ｄｊ、

アルブミン４．１９/dJ、尿素窒素20.4ｍｇ/d/、クレアチニン０．８ｍｇ/dﾉ、Nal42mEq/ﾉ、

Ｋ４３ｍＥｑ/Z、Ｃａｌ２６ｍｇ/dﾉ、Ｐ１．８ｍｇ/dj、ＴＳＨｌ､86山/ｍｊ（基準0.3～4.0)、ＦＴ４

１２，９/dＪ（基準1.0～１８)、副甲状腺ホルモンーインタクト260ｐｇ/ｍＪ（基準１０～65)。

４６歳の男性。夜間の不眠と日中の眠気を主訴に来院した。業務中の運転でも居眠りしやすくな

り、いらいらしやすくなったとも感じている。身長１７０ｃｍ、体重８０ｋｇ・視診上、馬桃肥大およ

び軟口蓋低位が認められた。抑うつ気分や不安感はなく、夜間に足がむずむずする違和感はない。

喫煙は１日３０本。毎晩、日本酒３合の晩酌をしている。夜間睡眠時ポリグラフの結果を図に示す。

本患者について正しいのはどれか。

ａ慢性心不全が原因と考えられる。

ｂ鼻中隔矯正術が治療の第一選択である。

ｃ口蓋垂口蓋咽頭形成術は必須ではない。

ｄ不眠症に対し、晩酌を中止し睡眠薬の内服を勧める。

ｅ夜間睡眠時ポリグラフでCheyneStokes呼吸が認められる。

4３

堵畠J里こﾑﾆ＝ﾆｰﾆ芋呈串･苫--皇-勺星…‐

織りi織撫議繍
①
②
③
④
⑤
⑥
⑦
⑧
⑨
⑩
⑪
⑫
⑪
⑪
⑮
⑯

頚部超音波所見を図に示す。
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頚部超音波所見

本疾患にみられる臨床的特徴はどれか。２つ選べ。

ａ男性に多い。

ｂ悪性の頻度が高い。

ｃ代謝性アシドーシスをきたす。

ｄ尿中カルシウム排世は増加する。

e13lI-MIBGシンチグラフで集積する。

－２０４１９－



胸部造影ＣＴ
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４６３８歳の女性。労作時息切れを主訴に来院した。１年前から呼吸困難を自覚するようになり、こ

の２か月で徐々に症状が増悪するようになった。左榛骨動脈の拍動は微弱である。心エコーにて

Ⅲ度の大動脈弁閉鎖不全症を認める。血液所見：赤沈５０ｍｍ/1時間、白血球9,800．免疫学所見：

ＣＲＰｌ５ｍｇ/d/・抗核抗体陰性。胸部造影ＣＴを示す。

この疾患でみられないのはどれか。

４５４２歳の男性。尿所見の異常を主訴に来院した。３年前に健康診断で尿検査異常を指摘されたが

受診しなかった。今年の健康診断でも同じ異常を指摘されたため来院した。身長１６０ｃｍ、体重

６０ｋｇ・脈拍７２/分、整。血圧142/84ｍｍＨｇ･口蓋扇桃腫大あり。心音と呼吸音に異常なし。腹部

は平坦、軟。四肢に浮腫なし。尿所見：蛋白２＋、糖（一)、潜血３＋、尿蛋白１．６９/日。血液所

見：赤血球452万、Ｈｂ１３．６９/d/、Ｈt３９％、白血球7,300、血小板１７万。血液生化学所見：総蛋

白７．２９/dﾉ、アルブミン４，３９/dﾉ、尿素窒素１８ｍｇ/ｄｊ、クレアチニン１．４ｍｇ/dZ、尿酸7.4ｍｇ/d/、

Ｎａｌ４０ｍＥｑ/ﾉ、Ｋ４．６mEq/ｊ、ＣｌｌＯ４ｍＥｑ"･免疫学所見：IgGli330mg/dノ（基準739～1,649）

ＩｇＡ２５３ｍｇ/dノ（基準107～363)、抗核抗体陰性。腎生検のPAS染色標本、蛍光抗体法IgA染色標

本を示す。

綴

ａめまい

ｂ視力障害

ｃ手指の壊痘

ｄ胸部大動脈癌

ｅ腎血管性高血圧

－２０４２２－－２０４２１－

食道造影写真

この患者に対する治療方針として適切でないのはどれか。

ａ蛋白制限食

ｂ抗血小板薬投与

ｃステロイド療法

ｄ非ステロイド性抗炎症薬投与

ｅアンジオテンシン変換酵素阻害薬投与

「
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４７４２歳の男性。約５年前から喋下時に食物のつかえ感を自覚

していた。最近つかえ感が増悪し、時々食物を吐き出すよう

になった。食道造影写真を示す。

正しいのはどれか。

ａ消化管運動促進薬が有効である。

ｂプロトンポンプ阻害薬が有効である。

ｃ手術的治療としては、下部食道部分切除術を行う。

ｄ食道内圧検査では下部食道括約部の機能が正常である。

ｅ手術的治療としては、下部食道筋層切開術（Hener法）

を行う。
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腎生検のＰＡＳ染色標本 蛍光抗体法ＩｇＡ染色標本



「

ｒ
凶

５０３８歳の男性が自殺企図で火炎による全身熱傷を受傷し救急搬送された。受傷範囲は顔面、体幹、

四肢すべてに及び、熱傷面積は６３％であった。写真は前胸部から腹部にかけて減張切開を行った

後の状態である。

この患者についての記述で正しいものを２つ選べ。

ａ気道熱傷の確認は必要ない。

bArtzの基準により初期輪液量を計算する。

ｃ前胸部の減張切開は呼吸の補助として行われた。

ｄＬｕｎｄ＆Browderの法とは熱傷面積の算出法である。

eBumlndexとはⅡ度とⅢ度の熱傷面積を単純加算して求める。

４８２２歳の健康な女性。最近、４７歳になる父親が筋緊張性ジストロフイーと診断され、自分にも遺

伝している可能性について心配し、遺伝カウンセリングのため来院した。

正しいのはどれか。

ａ女性の発症リスクは０％である。

ｂ女性の発症リスクは２５％である。

ｃ女性の発症リスクは５０％である。

．女性の発症リスクは７５％である。

ｅ女′性は１００％発症する。

－２０４２３－
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４９２８歳の初産婦｡22週で破水後､入院管理となり､抗菌薬､子宮収縮抑制薬の投与により２８週になっ

た。子宮口は２ｃｍ開大している。超音波断層法で推定児体重は１，１００９，勝耽は確認できるが羊水

腔はほとんどない。ＮＳＴで散発的な子宮収縮を認めるが、一過性徐脈はみられず基線細変動は保

たれている。

新生児予後に最も関連するのはどれか。

ａ脳室内出血

ｂ肺低形成

ｃ胎便吸引症候群

．腎不全

ｅ敗血症

写真

－２０４２４－
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５３１８歳の男性。自転車で転倒して右側頭部を強打したため搬入された。意識は清明･右末梢性顔

面神経麻廊を認める。側頭骨高分解能ＣＴを示す。

この患者に認められる可能性が低い症候はどれか。

５１１５歳の男子。右膝痛を主訴に来院した。２か月前に体育の授業中にジャンプした際に痛みを感

じた。安静によって一時軽快したが、１週前から痛みが再発し増悪傾向にある。既往歴・家族歴に

特記すべきことはない。身長150ｃｍ,体重43ｋｇ･右膝関節可動域は正常である。LDH3441U〃(基

準176~353)、ALPL8241U/Ｚ（基準115~359)。初診時の右膝エックス線写真と大腿骨遠位部の骨

生検ＨＥ染色標本を示す。

対応として適切なのはどれか。

ａ経 過 観 察

ｂ持続洗浄

ｃ関節固定術

ｄ病巣掻肥・骨移植術

ｅ広範切除・人工関節置換術

－２０４２６－

嘆声

雌聴

めまい

味覚障害

目の乾き
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側頭骨高分機能ＣＴ

５４４０歳の男性。ベランダより転落し、胸部を打拶

胸部ＣＴ検査から最も考えられる診断はどれかＣ

ａ右膿胸

ｂ右血気胸

ｃ右乳ぴ胸

ｄ右自然 気胸

ｅ 多 発 肋骨骨折

胸部を打撲した。

Ｉ

－２０４２５－

５２２５歳の男性｡バイク走行中に車と衝突し搬入された｡来院時､意識清明｡体温37℃･呼吸数２４／分。

脈拍１４０／分、整。収縮期血圧６０mmHgoSpO2100％（酸素１０〃分投与下)。冷感と湿潤あり。

強い腹揃を訴えており、エコーにて、腹腔内に中等量の液体貯留を認め、胸腔内や心嚢には液体

貯留は認めなかった。胸部と骨盤の単純エックス線は異常無し。初期輪液として細胞外液組成の

輸液を２J急速に投与後、脈拍１２０／分、整。収縮期血圧６５ｍｍＨｇ･冷感と湿潤は改善なし。

この後の対応として適切でないのはどれか。

ａ気管挿管

ｂ輸血の準備

ｃ腹部造影ＣＴ

ｄ緊急開腹手術

ｅ家族への連絡

骨生検Ｈ－Ｅ染色標本右膝エックス線写真

胸部ＣＴ

、
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５５４５歳の男性。ｌか月前からの胸痛を主訴に来院した。１０年前に心雑音を指摘された事がある。

意融は清明。身長165cm、体重58kg・体温36.4℃・脈拍58/分。整。血圧120/３６ｍｍＨｇ・胸骨

左縁第３肋間で3/6度の拡張期雑音を聴取する。呼吸音に異常を認めない。

赤血球420万、Ｈｂｌ４０ｇ/d/、白血球61800、血小板21万、尿素窒素１５．０ｍｇ/d/、クレアチニン

０．８ｍｇ/d/、ＡＳＴ２０１Ｕ〃、ＡＬＴ１５１Ｕ/ﾉ。心エコー図を示す。

最も必要性の低い検査はどれか。

ａ染色体検査

ｂ胸部造影CT

cHolter心電図

ｄ心臓核医学検査

ｅ心臓カテーテル検査

心エコー図

■

５６７６歳の女性◎大腿骨頚部骨折で入院した。入院２日後の夜間、急に「孫が来たから食事の支度

をしないと」と言い張り、病棟内を歩き回ろうとする行動がみられた。翌日は落ち着いており、

前夜のことを尋ねても覚えていない。入院前に精神症状は認められていない。

この患者にみられたのはどれか。

ａ意識障害

ｂ知能障害

ｃ思路障害

ｄ感情障害

ｅ自我障害

－２０４２７－

Ｆ雨

篭

５７６６歳の男性。１年以上前に右大腿の黒子に気付いた。半年前より急に大きくなってきたため当

科を受診した。右大腿の写真と同部の病理組織H-E染色標本を示す。

考えられる疾患はどれか。

aPaget病

ｂ有j陳細胞癌

ｃ基底細胞癌

ｄ悪性黒色腫

ｅ毛細血管拡張性肉芽腫
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右大腿の写真 病理組織Ｈ－Ｅ染色標本

－２０４２８－
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６０６０歳の女性。lか月ほど前から頭痛や耳鳴り、両眼の視力低下を自覚し、徐々に進行してきた

ため来院した。視力は嬬正にて右0.6,左0.5、眼圧は右ｌ７ｍｍＨｇ，左１８ｍｍＨｇ・両眼ともに軽

度の充血と、前房内には炎症所見を認めた。眼底所見、蛍光眼底写真を示す。

その他に認められる所見はどれか。２つ選べ。

ａ皮膚の白斑

ｂ針反応陽性

ｃ両側肺門リンパ節腫脹

ｄ無菌性髄膜炎

ｅ外陰部漬傷

５８４０歳の男性。右顔面の麻廊を主訴に来院した。４日前から右耳痛、右軽度難聴および右顔面の

違和感が続いていた。昨日から飲水時に右口角から水が漏れ､今朝から右眼が閉じられなくなった。

右耳介の写真を示す。

誤っているのはどれか。

ａ聴力検査で感音難聴を認める。

ｂ右アブミ骨筋反射は減弱する。

ｃ右額のしわ寄せは可能である。

ｄ舌右側の味覚の低下がみられる。

ｅ水痘・帯状庖疹ウイルスの再活性化が原因である。

－２０４３０－
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眼底所見
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右耳介

５９５０歳の男性。突然生じた左腰背部痛と肉眼的血尿を主訴に来院した。痛風の既往歴がある。尿

沈置に赤血球多数／視野、白血球l～４／視野。腹部超音波検査で左水腎症を認める。腹部エック

ス線写真で異常を認めない。

診断に有用なのはどれか。

ａ尿培養

ｂ腎動脈造影

ｃ勝脱鏡検査

．レノグラム

ｅ腹部単純ＣＴ

蛍光眼底写真


